
火山防災エキスパート派遣に係る参考資料【鳥海山】 

 

【目  次】 

 
1． 日程･参加者等  .................................................... 1 
2． 派遣先において直面している課題や問題意識  .......................... 1 
3． 鳥海山の概要  ..................................................... 2 

（1） 火山の概要  .................................................... 2 
（2） 火山活動の履歴  ................................................ 2 
（3） 現在の活動状況：噴火予報 

（噴火警戒レベル 1、活火山であることに留意） .................... 4 
① 噴気など表面現象の状況  ......................................... 4 
② 地震や微動の発生状況  ........................................... 5 
③ 地殻変動の状況  ................................................. 5 

（4） 火山監視・観測体制  ............................................ 5 
4． 火山防災に関する取組  ............................................. 7 

（1） 鳥海山火山防災協議会  .......................................... 7 
（2） 噴火シナリオ  .................................................. 8 
（3） 噴火警戒レベルの運用  .......................................... 9 
（4） 火山ハザードマップと火山防災マップ  ........................... 11 
① 火山防災マップ（平成 18年改訂版） ............................. 11 
② 火山ハザードマップ  ............................................ 13 

（5） 鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定  ..................... 14 
（6） 内閣府の支援を受けた避難計画策定支援  ......................... 15 
（7） 鳥海山の噴火活動が活発化した場合の避難計画  ................... 16 
（8） 火山防災に関する啓発活動  ..................................... 18 
① 庄内地域地震・津波等災害対策連絡協議会 火山噴火対策部会  ...... 18 
② 鳥海山・飛鳥ジオパーク  ........................................ 18 

 

平成 30 年 12 月



1 

１． 日程･参加者等 

■派遣内容   火山(鳥海山)防災研修会 

■派遣日時   平成 30年 12月 7日（金）13時 00分～15時 30分 

■派遣場所   山形県庄内総合支庁 4階 講堂 

■派遣先事務局 山形県庄内総合支庁 総務企画部総務課防災安全室 

■派遣エキスパート 岩田 孝仁（火山防災エキスパート、 

静岡大学 総合防災センター長 教授） 

          横山 安博（火山対応経験者、前高原町副町長） 

■参加者    関係機関など（約 50～100 名） 

２． 派遣先において直面している課題や問題意識 

秋田県と山形県の県境に位置する鳥海山は、噴火が発生すると融雪型火山泥流を主

とした火山現象が、2県 4市町にまたがって被害を及ぼす恐れがある火山である。 

一方で、鳥海山では、平成 27 年に「鳥海山火山防災協議会」が設置されており、

平成 28 年からは内閣府の支援を受け、火山地域で統一した避難計画の検討が進めら

れ、平成 30 年 10 月に「鳥海山避難計画（火口周辺地域）・（居住地域）」が策定され

た。 

また、山形県庄内地域では、毎年、関係機関の防災担当者を集め、鳥海山に関する

火山の特徴などをテーマに防災研修会を開催している。 

こうした背景のもと、今後は策定された避難計画に合わせ、防災対策をより一層推

進していくことが必要と考えられているが、近年の鳥海山の火山活動は、平穏な状態

が続き、防災担当者は、火山活動が活発化する事態すら経験をしていない。また、火

山防災に関する仕組みや国等の火山防災対策の取組についての研修を行っておらず、

そうした知識も少ないのが現状である。 

そこで、山形県庄内地域では、避難計画に関する知識や理解を深め、火山防災対応

の実効性を高めるための研修会を開催することとなった。特に、火山防災エキスパー

ト等には、過去の火山噴火時における避難対応の経験や他の火山地域の防災対策、国

等の火山防災対策などについて講話・助言が期待されている。 
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３． 鳥海山の概要 

（１） 火山の概要 

鳥海山は、秋田県と山形県の県境にある活火山で、玄武岩～安山岩の成層火山で

ある。 基底の直径は、東西 26 ㎞、南北 14 ㎞あり、地形的には、なだらかで侵食

が進んだ西鳥海山とやや急峻で新しい溶岩地形をもつ東鳥海山に二分され、それぞ

れの山頂部に山体崩壊によって生じた馬蹄形カルデラがある。 玄武岩～安山岩の

SiO2 量は 50.0～60.6 wt.%である。 

活動史は大きく 3期に区分される。 第 1期(約 55～16万年前)はこの火山の主体

を形成した時期、第 2 期(約 16～2 万年前)は溶岩が西鳥海山の表面を覆った時期、

第 3 期(約 2 万年前以降)は山体東部に円錐形の東鳥海山が形成された時期(西山腹

猿穴火口からの溶岩流を含む)である。約 2600年前、東鳥海山の山頂部が崩壊して

岩屑なだれが北から北西に流下し、北に開く馬蹄形カルデラが生じた。 象潟(きさ

かた)、由利原の多数の流れ山はこの堆積物の地形となった。 同カルデラ形成後、

カルデラ内山頂部付近の活動が続き、溶岩流がカルデラの約 1/3を埋積した。 

東鳥海山の 2つの中央火口丘のうち、新山(別名、亨和岳)は、1801年の噴火で生

じた溶岩ドーム。 有史以降の活動は、1801 年の噴火以外は火山灰の放出であり、 

泥流を生じやすい火山である。別名、出羽富士、秋田富士と呼ばれている。 

 

出典：気象庁ホームページ 鳥海山 概要 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/209_Chokaisan/209_index.html） 

 

（２） 火山活動の履歴 

鳥海山は、約 2万年前から、主に現在の山頂を作る東鳥海火山体の形成時期にあ
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② 地震や微動の発生状況 

火山性地震及び火山性微動は観測されていない。 

③ 地殻変動の状況 

火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

出典：気象庁ホームページ 鳥海山の火山活動解説資料（平成 30 年 9月） 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-

act_doc/sendai/18m09/209_18m09.pdf） 

 

（４） 火山監視・観測体制 

鳥海山の観測点配置図は以下のとおりである。 

＜鳥海山 観測点配置図＞ 

出典：気象庁ホームページ 「鳥海山 観測点配置図（平成 30 年 6 月）」 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/209_Chokaisan/209_Obs_points.html）  
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＜鳥海山 観測点一覧表＞ 

 
出典：気象庁ホームページ 「鳥海山 観測点配置図（平成 30 年 6 月更新）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/209_Chokaisan/209_Obs_points.html）  
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（２） 噴火シナリオ 

鳥海山の噴火シナリオは、以下の図の通りとなっており、どの段階においても、

土石流や融雪型火山泥流といった火山泥流の発生が懸念されている。 

＜鳥海山噴火シナリオ＞ 

出典：国交省_鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画 
（http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/03_sabou/kazan-funka/kazan-funka.html） 
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（３） 噴火警戒レベルの運用 

気象庁は、平成 19年 12月より「噴火警戒レベル」の運用を開始しており、鳥海

山では、平成 30年 3月から運用を開始している。 

鳥海山では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル 1【活火山であることに留

意】が継続されている。 
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出典：気象庁ホームページ 「鳥海山の噴火警戒レベル」

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_215.pdf）  
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（４） 火山ハザードマップと火山防災マップ 

鳥海山では、火山防災協議会の設置以前から、平成 13 年に火山防災マップを公

表、その後平成 18 年に改訂版火山防災マップを公表する等、積極的に火山防災対

策を進めている。 

① 火山防災マップ（平成 18 年改訂版） 

鳥海山では、平成 13年に作成した火山防災マップを平成 18年 3月に秋田県、山

形県、由利本荘市、にかほ市、酒田市、遊佐町が共同で、「鳥海山火山防災マップ」

を改訂し公表している。 

この火山防災マップは、単に防災マップが載っているだけでなく、鳥海山の噴火

歴史や発生する火山現象の解説、鳥海山がもたらす恵みなどについても触れられて

いる。 

なお、この防災マップは、作成から 10 年以上の年月が経っており、新たな知見

も出てきていることから、後述する「火山ハザードマップ」をもとに、新たな火山

防災マップを作成する予定となっている。 
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＜鳥海山火山防災マップ＞ 

出典：秋田県建設部河川砂防課ホームページ 
（http://sabo.pref.akita.jp/modules/rinyd7/index.php?id=2） 
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② 火山ハザードマップ 

鳥海山では、平成 27 年 3 月に策定された『鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計

画』において、新たな火山ハザードマップが示されている。 

この火山ハザードマップを基に、山形・秋田両県、関係市町及び関係機関からな

る鳥海山火山防災協議会は、今後、新たな火山防災マップを作成する予定である。 

 

＜例：大規模噴火時の降灰分布図（210 万㎥ ：堆積厚 3cm、10cm）＞ 

出典：国交省_鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画 
（http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/03_sabou/kazan-funka/kazan-funka.html） 
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＜例：溶岩流（総量：2,100 万㎥）での計算結果＞ 

出典：国交省_鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画 
（http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/03_sabou/kazan-funka/kazan-funka.html） 

 

（５） 鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定 

鳥海山では、平成 23年 12月から、学識経験者と関係行政機関からなる鳥海山火

山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会を設置し、鳥海山の火山噴火に対する火山

砂防対策について検討が進められ、平成 27 年 3 月に『鳥海山火山噴火緊急減災対

策砂防計画』が策定された。 

この砂防計画には、鳥海山で想定される噴火シナリオやシミュレーション等から

なる被害想定などをもとに、緊急ハード対策や緊急ソフト対策、火山噴火時の緊急

調査といった噴火時等の砂防の対応や、平常時から取り組むべき資材の備蓄、火山

防災に関する啓発など、幅広い防災対策についてまとめられている。  
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（６） 内閣府の支援を受けた避難計画策定支援 

鳥海山では、平成 28年に「複数の想定（火口/シナリオ）による避難計画の策定」、

平成 29 年には「火口近傍の登山者・観光客避難計画の策定」の課題をもとに、内

閣府の支援を受けて、避難計画の検討が進められ、平成 30 年 10 月に策定された。 

＜内閣府による火山地域の避難計画策定に対する支援＞ 

出典：噴火時等の避難計画の手引き作成委員会（第 9回）会議資料 2 
http://www.bousai.go.jp/kazan/tebikisakusei/pdf/20180809shiryo2.pdf 
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（７） 鳥海山の噴火活動が活発化した場合の避難計画 

鳥海山では、上記（6）で述べた内閣府の支援を受け、平成 30 年 10 月に「鳥海

山の噴火活動が活発化した場合の避難計画」を策定した。この避難計画は、“火口

周辺地域版”と“居住地域版”の 2つに分かれており、それぞれ詳細な避難経路や

避難所・避難場所、情報伝達、噴火時等の防災対応が示されている。 

＜鳥海山の噴火活動が活発化した場合の避難計画＞ 

出典：鳥海山の噴火活動が活発化した場合の避難計画 
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（８） 火山防災に関する啓発活動 

① 庄内地域地震・津波等災害対策連絡協議会 火山噴火対策部会 

山形県庄内地域には、庄内地域で発生が想定される地震や津波、火山噴火等の災

害に対して防災対策等を推進するために、「庄内地域地震・津波等災害対策連絡協

議会」が設置されている。 

その連絡協議会の中に、「火山噴火対策部会」では、鳥海山の火山防災に関する

検討が進められており、これまでも秋田大学の先生などを招いた鳥海山に関する研

修会を実施している。 

 

② 鳥海山・飛鳥ジオパーク 

鳥海山・飛島ジオパークは、約 1500 万年前から続く日本海の拡大・形成と、噴

火と大規模な山体崩壊を繰り返しながら成長してきた火山がつくりだした、固有の

景観と地球科学的価値をもつエリアであり、平成 28 年 9 月に日本ジオパーク委員

会に認定され、日本ジオパークネットワークに加盟したジオパークである。 

酒田、飛鳥、遊佐、かにほ、由利本荘の 5つのエリアからなるジオパークであり、

鳥海山を中心とした火山活動等の歴史について紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鳥海山・飛鳥ジオパークジオ 

サイト位置図＞ 

出典：鳥海山・飛鳥ジオパーク 
ホームページ

(https://chokaitobishima.com/) 


